


















また、 2002年、 2003年、 2004年にサルの密度調査を行ったのと閉じ場所でサルの食物と
なる液果の生産量の調査を行った。天然更新地の生産量は自然林の約10倍であり、人工更
新地では生産量はほとんどゼロであった。
樹木の中にはある程度大きくならないと結実しないものが多い。そのような樹種は伐採
されると果実をほとんど生産しなくなると考えられる。サカキがその例である。一方、低
木の中には、小さいうちから果実を生産できるものもある。ハイノキやヒサカキはその例
だろう。屋久島のヤクスギ林では、一次林内でも液果の生産量の大部分をこのような低木
のまま果実生産を行うハイノキやヒサカキが占めている。このような樹種は、伐採によっ
て大きな木が切られ、光がよく当たるようになったときのほうが果実をたくさん生産する
と考えられる。
一方、伐採後スギを植林すると、遅くとも20年後にはほとんどサルの食物のない状態に
なってしまうことが分かる。実際、このような場所ではほとんどスギしか生えていない。
サルによる土地利用も、おおむねこのような変化と対応している。この結果は、従来言わ
れてきた森林伐採とその10数年後に起きた獣害の多発との因果関係を裏付けるものである。
伐採後すぐにはニホンザルの食物は減少せず、場合によっては一次林よりも増え、しかも
そこをサルはよく使う。ところが伐採後、植林した場合遅くとも10数年でニホンザルにと
っての食物はほとんどなくなり、集団の利用頻度も減少する。森林伐採がもっと大規模に
起こった場合、伐採後の食物条件の変化で、サルの数が増え、その後食物条件の悪化で増え
たサルが新たな食物を求めて人里へ下りるということは、十分考えられる。
調査地内では施業方法が途中から変化しているため、伐採後植林せずに放置した場合、
食物条件やサルによる土地利用が長期的にどのように変化していくのかについては、まだ
結論できない。この点は今後の課題であり、これを明らかにするために、この調査を今後
も長期にわたり継続してし、く予定である。
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